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刊 行 の こ と ば

中 川 武 夫

日本私学教育研究所では専任研究員並びに全国から公募した委託研究員の先生方に１年間にわ

たって研究して頂いた成果をまとめ、毎年各学校にお届けしております。今年度も研究員の皆様

のご努力により紀要が出来上がりました。この研究成果を全国の学校で共有し、ご活用頂きたい

と願っております。

さて、日本の教育界は、教育史の専門家によると第三の波に晒されていると言われています。

第一の波は明治維新、押し寄せる西欧文明の中で植民地化に抗うため富国強兵を掲げ、国家神道

を中軸とした教育制度が構築されました。第二の波は敗戦からの戦後復興、戦前の教育をすべて

否定し、GHQ主導による戦後教育が展開されました。

この第一の波も、第二の波も時代背景は異なりますが短期促成、限られた時間の中で結果を求

める教育、すなわち効率よく知識を詰め込むための教育が中心であったと思います。

そして日本の教育界は大局的に見ればこの詰め込み型教育により、大きな成果を上げ、鎖国か

ら近代国家、焦土から経済大国へと突き進む原動力になったと思います。しかし、時代は下り、

バブル崩壊や加熱する受験競争への懐疑、その反動からのゆとり教育等々、混乱の中で、日本の

教育界は変革を目指してもがき続けながらも結局は過去の成功体験から抜け出せない状況が続い

ているような気がします。

第三の波は上記の混乱に加え、インターネットの発達によるIT社会への移行だと思います。情

報は質、量においても速さにおいても飛躍的に進化し続け、人も物もお金の流れも大きく変貌し、

経済の世界には国境がなくなりました。

このような社会の中では未来予測がつきにくい、学習問題に例えれば、はじめから答えがない、

複数の答えが存在する状態だと思います。知識詰め込み型教育を受け、決められた一つの答えに

安心する、常識や固定観念の中でものを考える習慣のついた人々には生きにくい社会、その流れ

は止まるどころか加速する一方です。そんな時代を生きる生徒たちにどのような教育を提供する

か、教育関係者に今大きな問題が突きつけられているのです。

この第三の波に象徴される時代、教育現場で様々な研究を重ね、新しい教育手法を提案された

先生方の研究成果は大いに参考になると思います。ご活用くださるよう重ねてお願い申し上げ発

刊の言葉とさせて頂きます。

（一般財団法人 日本私学教育研究所所長）
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